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 高齢者福祉事業の状況 

【多様な生きがい活動への支援】                                    

１．生涯学習事業の推進 

 【事業内容】 

高齢者が積極的に学び、個性と能力を伸ばすとともに、学習の機会の提供と自主的なクラブ活動等 

を支援するために羽黒、楽田の２地区で学習等供用施設、老人福祉センター、老人憩の家等を活用し

て高齢者教室を開催しています。 

 【現状】 

囲碁、手芸、カラオケ等のクラブ活動のほか、社会見学等を行い会員相互の懇親と教養を深める活 

動をしていますが、受講者の高齢化に伴い、教室数が減少しています。 

平成30年度をもって、羽黒地区の高齢者教室は閉鎖しました。 

                  高齢者教室の受講実績 

 さくら工房の受講実績 

 

 

 

 

２．さくら工房事業 

【事業内容】 

さくら工房は、高齢者の生きがいづくりと健康増進を図るため、介護予防整備事業補助を受け、平成

15年6月に開設しました。 

市民健康館との一体的な運営のもと、若年者や子どもたち等との世代間交流事業やものづくりを行っ

ています。 

①施設概要 

施設名 犬山さくら工房 所在地 犬山市大字前原字橋爪山15番地7 

構造 木造平屋建 建築面積 371.87㎡ 

延べ床面積 311.28㎡ 

内訳：陶芸工房51.25㎡、多目的工房51.25㎡、和室工房43.08㎡ 

ふれあいコーナー・ホール75.80㎡、電気炉倉庫（別棟）20.4㎡ 

管理人室・トイレ・倉庫等69.50㎡ 

 

②工房の主な教室 

工房 教室名 

陶芸工房 陶芸教室 

多目的工房 ステンドグラス教室、トールペイント教室、デコパージュ教室 等 

和室工房 切り絵教室、アートフラワー教室、マクラメ教室、絵手紙教室 等 

 平成30年度 

延開催数（回） 478 

延参加者数（人） 10,865 

資料３ 
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【現状】 

ものづくりを通じて認知症や閉じこもり等の介護予防効果が期待できる講座を開催するとともに、老

人クラブとの連携も進めています。 

さくら工房の受講実績 

 平成30年度 

延受講者数（人） 3,594 

うち高齢者数（人） 2,204 

 

３．生涯スポーツの推進 

【事業内容】 

高齢者を対象に健康の保持・増進や体力づくり、仲間づくりを目的に各種スポーツ行事等を開催し参

加者促進を図っています。 

【現状】 

高齢者が、各種スポーツ行事にできるだけ多く参加できる環境を整え、健康の保持・増進や体力づく

り、仲間づくりを通じた生きがいづくりを推進します。 

 

 

【就業機会の充実】                        

１．犬山市シルバー人材センター運営補助事業 

【事業内容】 

退職後の高齢者に就労の機会を提供する犬山市シルバー人材センターの円滑な運営のための経費を

補助することで、高齢者の働きやすい環境づくり、生きがいづくりを支援しています。 

【現状】 

高年齢者雇用安定法や雇用対策法の改正により、定年退職後も企業に就労される割合が高くなり、会

員の確保が困難となっていますが、団体の自立した運営に向け、城下町プラザ事業、トマト栽培事業と

いった新たな自主事業に取り組んでいます。 

 

犬山市シルバー人材センターの状況 

 平成30年度 

会員人数（人） 821 

作業等受託件数（件） 5,359 
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２．高齢者活動センター事業 

【事業内容】 

高齢者活動センター・作業所は、高齢者に就業の機会を提供するために設置された施設で、健康の増

進と社会交流を図ることを目的として、簡単な作業をシルバー人材センター会員が行っています。 

 

施　　設　　名 開設日 所　　在　　地 敷地(㎡) 建  物  概　要

 犬山市

    高齢者活動センター
S62.4.1

 犬山市松本町二丁目7

目的外54.89㎡（事務所）、

27㎡（わんまるｷｯｽﾞ）

1,708.84

 644.79㎡

 （内訳：1F 372.81㎡、2F 271.98㎡）

 犬山市南部

　　高齢者活動センター
H 4.4.1

 犬山市字郷西299-4

          (有償借地)

918.00

(借地)

585.73㎡

 （内訳：1F 325.50㎡、2F 260.23㎡）

 羽黒東部作業所 S61.4.1  犬山市大字羽黒字水井戸30        -  64.80㎡（羽黒東部老人憩の家に併設）

 前原作業所 H 2.4.1  犬山市大字前原字横町1-1        -  63.84㎡（前原老人憩の家に併設）
 

【現状】 

 高齢者の就業機会を確保していく上で、内職的な軽作業をはじめとする受託業務の安定した受注に

努めています。 

高齢者活動センター事業の実績 

 平成30年度 

配分金総額（千円） 1,329 

延就業者数（人） 1,818 

 
 
 
 

【地域活動の奨励・支援】 

１．老人クラブ活動 

【事業内容】 

市内各地区の単位老人クラブでは、趣味の活動や教養講座などの受講のほか、社会奉仕活動や町内

行事等地域の行事への参加など、様々な活動を行っています。 

 

H30年度 

年間事業 

 会報（年３回） 

※老人教養講座(年2回) 

 老人スポーツ大会 10月26日(金) 参加者数 約700名(うち選手としての参加500名) 体育館で実施 

 老人福祉推進事業   各種部活動（園芸 26人、芸能部 34人、囲碁 120人、カラオケ 92人、陶芸 14人 

グラウンドゴルフ 292人、写真 35人、クロリティー 80人、麻雀 75人、レクリエ

ーション29人 計 797人 
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【現状】 

高齢化による役員のなり手不足や活動目標の共有が難しいこと、高齢者の趣味が多様化しているこ

となどの理由により、会員数は減少傾向ですが、地域住民同士の支え合いの活動ができる団体として、

団体の安定した活動の支援に努めています。 

 

老人クラブ活動の実績 

 平成30年度 

会員数（人） 
2,368 

(男性 1,189女性1,179) 

加入率(60歳以上人口比)(％) 9.4 

クラブ数（団体） 53 

 

２．老人福祉センター・老人憩の家の活用 

【事業内容】 

老人福祉センターと老人憩の家は、高齢者の生活や健康などの各種相談に応じるとともに、趣味や

レクリエーションなどを通じて健康の増進や教養の向上を図ることを目的として設置された施設で、

地域での交流の場としても積極的に活用されています。 

    

区 分 開 設 日

S 4 5 . 1 0 . 1

S 5 4 . 5 . 1

S 5 6 . 4 . 1

S 5 7 . 4 . 1

S 5 5 . 4 . 1

S 6 1 . 4 . 1

H 2 . 4 . 1

H 3 . 4 . 1

H 4 . 4 . 1

H 5 . 4 . 1

H 6 . 4 . 1

  ◎  開 設 時 間 ： 午 前 9 時 ～ 午 後 9 時 3 0 分    ◎  利 用 受 付 ： 午 前 9 時 ～ 1 2 時    

  ◎  休 館 日 ： 毎 週 月 曜 日 及 び 年 末 年 始 （ 1 2 月 2 9 日 ～ 1 月 3 日 ）

老 人
福 祉
セン
ター

 羽 黒 東 部 老 人 憩 の 家  大 字 羽 黒 字 水 井 戸 3 0老
人
憩
の
家

 犬 山 西 老 人 憩 の 家  上 坂 町 二 丁 目 2 1 3

 五 郎 丸 老 人 憩 の 家  大 字 五 郎 丸 字 新 田 組 6 7

 池 野 老 人 憩 の 家  字 内 屋 敷 1 7 3

 前 原 老 人 憩 の 家  大 字 前 原 字 横 町 1 - 1

 内 田 老 人 憩 の 家  大 字 犬 山 字 大 門 先 1 8

 東 部 老 人 憩 の 家  大 字 富 岡 字 株 池 1 1 3 - 1

 楽 田 老 人 福 祉 セ ン タ ー  字 横 町 2 1 6 - 6

 羽 黒 老 人 福 祉 セ ン タ ー  大 字 羽 黒 新 田 字 中 屋 敷 1 7 - 1

 南 老 人 福 祉 セ ン タ ー  大 字 橋 爪 字 巾 屋 敷 5 6 - 1

施 　 　 設 　 　 名 所 　 　 在 　 　 地

 長 　 寿 　 館  大 字 犬 山 字 北 古 券 2
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【現状】 

平成30年度から今井老人福祉センターを今井ふれあいセンターとし、高齢者だけでなく幅広い年層

が利用できる施設へ用途を変更しました。 

老人福祉センター・老人憩の家の利用実績 

 平成30年度 

総延利用人数（人） 50,146 

老人福祉センター延利用人数（人） 22,217 

老人憩の家延利用人数（人） 27,929 

 

 

【生活支援福祉施策】                        
１．ひとり暮らし高齢者安否確認事業 

【事業内容】 

ひとり暮らし高齢者安否確認事業は、日常の安否確認が必要なひとり暮らし高齢者に対し、希望する

曜日に電話をかけることで安否確認を行うサービスです。 

業務は、シルバー人材センターの会員が電話をかけ、確認を行います。 

【現状】 

電話をかけ、安否確認を行なうため、利用者の時間が制限されるため、利用者数は増加していません

が、利用者の多くはシルバー会員からの電話を心待ちにしている事業です。 

 

ひとり暮らし高齢者安否確認事業の実績 

 平成30年度 

登録者数（人） 30 

 

２．緊急通報システム設置事業 

【事業内容】 

緊急通報システム事業は、65歳以上の虚弱なひとり暮らし高齢者等の家庭に、人の動きを感知するセ

ンサーとペンダント型の無線発信装置を有する緊急通報装置を電話機に接続することで、緊急時に消防

署へ通報できるサービスで、本人からの申請により設置をしています。 

【現状】 

平成30年度から、市が設置する要件に該当しない高齢者であっても、実費負担により設置可能とし、

利用要件の緩和を行いました。 

                 緊急通報システム設置事業の実績 

 平成30年度 

設置台数（台） 57 
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３．タクシー料金助成事業 

【事業内容】 

タクシー料金助成事業は、85歳以上の高齢者が介護保険の要支援・要介護認定者が5割を占める現状

から、外出する機会を増やし社会参加を促進することにより介護予防を図るため、85歳以上の高齢者に

年間28枚（月2枚＋4枚）のタクシー基本料金助成券を交付します。 

福祉、介護を含めたタクシー会社24社と協定を締結し、高齢者の外出を支援しています。 

 ・利用交付枚数：年間最大28枚 

    

【現状】 

利用者は通院、買い物等を目的にした利用が多く、日常生活に直結した平成 30 年度に事業の拡充を

行ったコミュニティバス事業と合わせて、高齢者のための外出支援施策として、利用対象者の声も聴き

ながら事業の在り方についての検討を継続していきます。 

タクシー料金助成事業の実績 

 平成30年度 

対象者数（人） 2,788 

発行人数（人） 1,290 

利用枚数（枚） 13,092 

1人あたり平均利用枚数（枚） 10.1 

 

 

４．養護老人ホームショートステイ事業 

【事業内容】 

ショートステイ事業は、冠婚葬祭等の家族の都合により、高齢者を一時的に養護できない場合、1 日

あたり1,730円の利用者負担で養護老人ホームにて短期間養護する事業です。 

【現状】 

高齢者虐待や災害等による緊急避難の受け入れ先として、実施をしています。 

ショートステイ事業の実績 

 平成30年度 

利用件数（件） 2 

延利用期間（日） 43 
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【在宅介護支援福祉施策】 

１．在宅要介護者介護手当支給事業 

【事業内容】 

在宅要介護者介護手当支給事業は、在宅で寝たきり又は認知症の高齢者を介護している介護者に対し、

介護にかかる経済的負担を軽減するため、月額5,000円を年2回に分けて支給するものです。 

 

【現状】 

重度の要介護者を在宅で介護している介護者に対する支援事業として、年々利用者は増加しています。 

在宅要介護者介護手当支給事業の実績 

 平成30年度 

年間延支給件数（件） 1,943 

年間支給総額（円） 9,715,000 

 

２．訪問理髪サービス事業 

【事業内容】 

訪問理髪サービス事業は、寝たきり高齢者の保健衛生の向上と介護者の負担を軽減させるため、65歳

以上の寝たきり等で理髪店に行くことが困難な高齢者の家庭に理・美容師が出向いて、調髪等のサービ

スを行う事業で、利用券を年間6枚（2か月で1枚）交付しています。 

 

【現状】 

利用者の増減はありませんが、事業を受託できる理容店、美容室が減少しております。 

訪問理髪サービス事業の実績 

 平成30年度 

登録者数（人） 24 

延利用回数（回） 理容：55 美容：18 

 

３．車いす貸与事業 

 【事業内容】 

 病気やケガ等で一時的に車いすが必要な高齢者に対して、車いすを貸与する事業です。車いすは団体

や個人から寄贈されたものを社会福祉協議会で3カ月を限度として貸出しています。 

 【現状】 

 高齢者や要介護認定者の増加に伴い、利用者も増加傾向です。 

  

実 績 平成30年度 

年間延べ利用者数（人） 202 
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【福祉施設施策】 

 

１．養護老人ホーム入所措置 

【事業内容】 

精神科医師や保健所長などにより構成される老人ホーム入所判定委員会において、環境上の理由や

経済的事情などで居宅での独立した日常生活が困難であると判断された高齢者に対して、養護老人ホ

ームへの入所措置を行います。 

開 設 日

所 在 地

敷地面積

 昭和26年8月1日（ 昭和51年6月1日移転）

 犬山市大字犬山字勧行洞25番地

　 7, 108. 01㎡

定　 　 員

延べ床面積

　 50名（ ショ ート ス テイ を 含む）

 1, 550. 57㎡  

 

【現状】 

平成 28 年度に運営事業者の選定を行い、平成 31 年度から社会福祉法人ともいき福祉会による施設

運営へと切り替えました。 

養護老人ホーム入所措置の実績 

 平成30年度 

入所者数（人） 16 

うち市民の数（人） 16 
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【一般介護予防サービス】 

１．木曜サロン事業 

【事業内容】 

町内等を単位とした単位老人クラブの一般高齢者を対象として、市民健康館において、保健師、栄養

士やボランティアの食の改善推進員、健康づくり推進員と連携し様々なプログラムを組み合わせた健康

教室を開催しています。 

事業の内容としては、生活習慣病や認知症予防等の健康講話や、ボランティアによる体操、レクリエ

ーション、高齢者の栄養に配慮した食事の会食と栄養講話を行っています。 

【現状】 

日頃から健康づくりを意識し、介護予防への動機付けや健康教育に重点を置きながら実施しています。

高齢者が自ら主体的な介護予防や生活習慣病予防に取り組む意識が高まるような内容を検討していきま

す。 

木曜サロン事業の実績 

 平成30年度 

開催日数（日） 21 

参加者数（人） 457 

 

２．筋力トレーニング教室 

【事業内容】 

65歳以上の一般市民に広報などで周知し、市民健康館において、自宅で気軽にできる「筋力トレーニ

ング教室」を企画し、トレーニング方法を指導します。対象となる高齢者の年齢にとらわれることなく

個々の体力に応じた運動内容を処方し、教室の参加前後に体力チェックを行い個々の評価を行っていま

す。 

【現状】 

日常生活において継続して運動を取り入れるという意識を持つ機会を提供することで、介護予防につ

なげています。 

筋力トレーニング教室の実績 

                 

 

 

 

 

 

  筋力トレーニング教室 

平成30年度 実施回数 （回） 10 

利用者延べ人数（人） 104 
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３．ボランティア養成講座   

 【事業内容】 

 介護予防に関するボランティア等の人材養成のための研修や介護予防に資する地域活動組織の育成、

支援のための事業で、健康づくりに関わる主なボランティアとして「食の改善推進員」と「健康づくり

推進員」があります。 

 

 【現状】 

 養成講座を企画し、新たなボランティアの養成に努めていますが、参加人数が少ないのが現状です。

また、ボランティアの高齢化も問題となっており、地域で健康づくりを推進していくためには、さらな

る人材の確保や会員の研修など質の向上に努める必要があります。 

                                    ボランティア養成数の実績 

 

 

 

 

【介護予防・生活支援サービス】 

１．短期集中通所型サービス 

（１）脳のトレーニング教室（認知症予防事業）    

【事業内容】 

基本チェックリスト該当者及び要支援者のうち、認知機能の低下しているおそれのある高齢者を対象

に、音読や計算などの学習療法を通じ認知症予防を行い、学習者同士や教室のボランティアとの交流や

生きがいづくりにつなげていきます。 

【現状】 

今後増え続ける認知症対策の一つとして認知症予防教室を平成 24 年度から二次予防事業として開始

し、平成29年度からは介護予防・日常生活支援総合事業として実施しています。教室の最初と最後には、

認知機能をみる簡易テストを実施し、教室の効果判定を行っています。 

教室終了後は、地域サロン等を紹介するなど、継続して認知症予防に取り組めるよう促しています。 

                             

                                 脳のトレーニング教室の実績 

 

 

 

 

 平成30年度 

 食の改善推進員養成数（人） 5 

 健康づくり推進員養成数（人） 2 

 平成30年度 

  実施回数   （回） 24 

  利用延べ人数 （人） 266 
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【高齢者の見守り支援体制の充実】 

 

１．高齢者あんしん相談センター（地域包括支援センター）の設置と機能強化   

 【事業内容】 

 介護保険法第115条の46に基づき、地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助

を行うことにより、その保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的とする施設とし

て設置されています。 

総合相談支援業務では、地域の高齢者の相談に応じ、関係機関と連携し、必要な支援を行うとともに、

地域の実情を把握します。 

 介護予防ケアマネジメントでは、要支援者及び事業対象者に対し、関係機関と協働し、自立を促すと

ともに介護予防を行っていきます。 

 権利擁護業務では、地域の関係機関と連携し、高齢者の財産や権利を守ります。 

 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務では、関係機関とのネットワーク構築や、地域の介護支援

専門員への助言指導を実施します。 

 【現状】 

 平成29年度からは高齢者あんしん相談センター（地域包括支援センター）を5地区に配置し、介護予

防ケアマネジメントを実施するとともに、高齢者自身やその家族、地域住民からの相談に応じ、各種サ

ービスの調整や関係機関との連携強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合相談支援事業/権利擁護事業の実績 

 平成30年度 

相談延べ件数（件） 7,721 

権利擁護事業件数（件） 554 

 

 

名称 設置場所 

犬山北地区高齢者あんしん相談センター 犬山市福祉会館内 

犬山南地区高齢者あんしん相談センター 総合犬山中央病院内 

城東地区高齢者あんしん相談センター 特別養護老人ホームぬく森内 

羽黒・池野地区高齢者あんしん相談センター 老人保健施設フローレンス犬山内 

楽田地区高齢者あんしん相談センター 特別養護老人ホーム犬山白寿苑内 
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２．高齢者見守りネットワークの推進   

【事業内容】 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、地域住民や各地区コミュニティ、

民生委員・児童委員等の住民団体や警察、三師会、介護サービス事業所、民間事業所といった関係機関

と連携し、個々の高齢者の状況や変化に応じて包括的かつ継続的に支援しています。 

【現状】 

地域全体で高齢者を見守るための体制づくりとして、平成 25 年 3 月に「高齢者見守り支援ネットワ

ーク」を立ち上げ、市民に見守りに関するパンフレットを各戸配布し周知を図るとともに、従来協力体

制にあった三師会や介護サービス事業所だけでなく、電気、ガス、水道等のライフライン事業所や新聞

販売店、宅配業者等と協定を結び、個々の活動の中で高齢者を日々見守ると同時に、何らかの異変に気

づいたときには市に連絡をもらう体制をつくりました。 

さらには、認知症が原因で行方不明になった際の対応マニュアルを作成し、関係機関への周知を図り、

早期対応、早期発見につなげられるようにしています。 

                                         協定締結事業所数 

 

 

 

３．避難行動要支援者支援制度の推進   

【事業内容】 

災害時や災害の発生するおそれがある場合に、家族の支援が受けられず、自力で避難することが困難

な高齢者や障害者に対し、地域の中で情報の伝達や避難等の手助けをする仕組みをつくります。 

【現状】 

要支援者に対し、平常時より声かけや見守りをすることで、住民全体の防災意識を高めるとともに、

地域が主体となった避難支援体制を整えるために、関係団体である民生委員・児童委員や町会長への周

知だけでなく、市民全体へ制度の周知を図っていきます。 

災害基本法の一部改正により、平成29年4月より避難行動要支援者支援制度へ変更となりました。 

避難行動要支援者支援制度登録の実績（人） 

 平成30年度 

介護保険の要介護度3～5の認定者 53 

身体障害者手帳（1,～3級）所持者 123 

療育手帳（A判定）所持者 7 

精神障害者保健福祉手帳（1級）所持者 2 

その他（難病患者等） 4 

         合 計 189 

 平成30年度 

  事業所数 45 
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【在宅生活を支える体制整備】 

１．生活支援コーディネーターの配置 

【事業内容】 

世帯構成の変化や認知症高齢者が増加する中、住み慣れた地域でいつまでも暮らすことができるよう、

多様な主体と連携しながら、日常生活上の支援体制の充実・強化及び高齢者の者社会参加の推進を図る

ことができるよう地域の支え合いの体制づくりを図っています。 

【現状】 

体制づくりの一環として、地域における高齢者の生活を支える資源の開発、担い手の養成、関係者間

のネットワーク構築等を行う専門職として、生活支援コーディネーターを配置しています。 

市全体で活動を行う第1層生活支援コーディネーターは公募により1名選定し、日常生活圏域で活動

を行う第2層生活支援コーディネーターは市内5地区の高齢者あんしん相談センター（地域包括支援セ

ンター）に1名ずつ配置しています。 

また、多様な主体の参画が効果的な取組につながることから、定期的な情報共有・強化連携及び連携・

協働による体制整備を推進することを目的として、「協議体」という話し合いの場を定期開催していま

す。 

生活支援コーディネーターの配置一覧 

圏域 地区 所属 

第1層 犬山市全域 一般社団法人和顔の輪 

第2層 

犬山北地区 医療法人ふなびきクリニック 

犬山南地区 社会医療法人志聖会 

城東地区 社会福祉法人ともいき福祉会 

羽黒・池野地区 医療法人啓友会 

楽田地区 社会福祉法人白寿苑 

 

２．地域ケア会議   

【事業内容】 

地域の高齢者、及びその世帯を取り巻く課題が複雑化する中で、民生委員・児童委員や介護サービス

事業所、近隣住民等の関係者を集め、個別ケースの支援内容の検討を行う地域ケア会議を、市や高齢者

あんしん相談センターが開催しています。 

個別ケースの検討を重ねることにより、地域課題を把握し、それらの課題を地域づくりや政策形成に

結び付けていくことで地域包括ケアシステムの構築に繋ぐことができます。 

【現状】 

認知症高齢者や高齢者虐待等の個別ケースについて支援内容を検討しています。検討ケースが少ない

ため、明確な地域課題の把握には至ってはいませんが、多職種、住民等の地域関係者間で検討を重ねる

ことにより、地域の共通課題を関係者で共有し、課題解決に向けた取り組みをしていきます。 
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３．高齢者食事サービス事業 

【事業内容】 

高齢者食事サービス事業は、食の確保と安否確認が必要と判断された高齢者に対し、高齢者あんしん

相談センター（地域包括支援センター）、居宅介護支援事業所のアセスメントに基づき、平日週1回か

ら5回まで曜日を決めて昼食を宅配するサービスです。定期的に利用状況等の確認を行うとともに、高

齢者に合ったメニューを作成し、配達時には必ず声をかけて手渡しをしています。 

・利用料：1食340円から580円 

 

【現状】 

この事業は、高齢者へ栄養バランスの取れた食事の提供を行うことにより、高齢者の健康保持を図る

とともに、安否確認としての役割も担っています。 

利用者のニーズも多様化しているため、配食業者、食事内容等の充実を図れるよう事業を実施してい

きます。 

高齢者食事サービス事業の実績 

 平成30年度 

登録者数（人） 102 

延べ配食数（食） 15,413 

 

４．介護用品支給事業 

【事業内容】 

介護用品支給事業は、介護保険制度を補完するため家庭介護を助成する事業として、重度の要介護者

を在宅で介護している住民税非課税世帯に対し、紙おむつ等の介護用品を支給しています。 

 

【現状】 

寝たきりなど重度要介護高齢者を在宅で介護している介護者の経済的負担の軽減と在宅介護の支援

を図ることを目的に実施しており、今後もよりよい支援を行っていくために、介護者の意見を取り入れ

た介護用品の選定や利用用件の見直しを検討しながら事業を継続していきます。 

介護用品支給事業の実績 

 平成30年度 

利用者数（人） 16 

支給総額（円） 1,126,762 

内 容 

重度の要介護者を介護している者の経済的負担軽減等のため、介護用品を給付する。 

 ・給付対象品目：紙おむつ、尿とりパット、使い捨て手袋、清拭剤、ドライシャンプー 

 ・給付限度額：月額8,300円（年額99,600円） 

 ・給付方法：3か月を1単位として、4月、7月、10月、1月に給付 



 15 

【認知症高齢者支援策の充実】 

１．認知症ケアパス  

【事業内容】 

認知症の進行状況に併せて、利用できるサービスや地域資源がわかるように、認知症ケアパスを作成

しました。 

 【現状】 

認知症になっても住み慣れた地域でその人らしい暮らしが送れるように、必要なサービスにつながる

仕組みづくりとして、今後も継続して地域資源等の情報把握をしていきます。 

 

２．認知症サポーター養成講座   

 【事業内容】 

 認知症高齢者とその家族が、地域で安心して生活ができるよう、認知症についての正しい知識を持ち、

見守りを支援していく「認知症サポーター」の養成講座を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 【現状】 

  老人クラブや民生委員・児童委員、町内会、各地区で実施されている高齢者教室の利用者等を対象に

認知症サポーター養成講座を実施し、認知症の人とその家族を見守るための体制づくりに取り組んでい

ます。今後は認知症サポーターとなった人達が、各地域での見守り支援につながる活動ができるよう支

援していきます。 

認知症サポーター養成講座の実績 

サポーター養成数(人) 

 新規人数 累計(H19～) 

平成30年度 684 5,523 

 

 

講 座 内 容 

①認知症を理解する 

 ・認知症の基礎知識（認知症とは何か、認知症の症状） 

②早期診断・早期治療の重要性 

③認知症の人への対応について 

 ・認知症の人やその家族に対する支援方法 

④地域での見守り体制について 

 ・認知症サポーターとしてできること 
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３．認知症カフェの設置   

【事業内容】 

認知症の人やその家族、地域住民、専門職等の誰もが参加でき、地域で集うことができる場として、

市内でも介護サービス事業者等が独自の活動として実施しております。 

 

 【現状】 

認知症カフェについて広く周知し、関係機関とも連携をしていく必要があります。既存の活動が広がり、

また、新たな活動が生まれるように支援方法を検討することも必要です。 

 

４．認知症初期集中支援チーム   

【事業内容】 

認知症の疑いがあるのに受診していない方、介護サービスが中断している方、認知症の症状が顕著な

ため対応に苦慮している方等に対し、医師・看護師等の専門家が対象者へ訪問支援等を行い、適切な医

療・介護サービスを受けられるようにしています。 

 

 【現状】 

尾北医師会の協力のもと専門チームを平成 29 年 9 月に立ち上げました。本人や家族、関係機関等か

らチームに相談が入り、月１回のチーム員会議にて支援方法を検討しながら、適切な支援を行っていま

す。 

認知症初期集中支援チームの実績 

 平成30年度 

相談件数（実人数） 22 

訪問による対応ケース（実人数） 7 

訪問回数（延べ回数） 19 

チーム員会議開催数 12 

支援終了ケース 7 

 

５．徘徊高齢者情報提供サービス事業 

【事業内容】 

徘徊高齢者情報提供サービス事業は、ＧＰＳを利用した専用端末機を貸与して、高齢者が所在不明と

なった場合には、端末機の位置情報を検索し、介護者に位置情報を提供しています。 

・加入料金：市が負担 

・基本料金（640円／月）、バッテリー交換費用（１個につき5,900円）：利用者負担 
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【現状】 

平成28年度からＧＰＳ端末機を小型化し、認知症高齢者が携帯しやすい機器へ変更しました。 

徘徊高齢者情報提供サービス事業の実績 

 平成30年度 

  利用者数（人） 7 

 

６．見守りシール交付事業 

【事業内容】 

見守りシール交付事業は、個別番号とＱＲコードが記載された見守りシールを認知症の人の衣類や所

持品に貼付しておき、万が一行方不明になった際、発見者がＱＲコードを読み取ると、事前に登録した

家族に連絡が入り、発見者と家族で保護した場所等の確認ができ早期に家族に引き渡しができるよう支

援しています。 

・配布枚数：40枚（衣類用30枚、所持品10枚） 

 

【現状】 

平成29年12月から事業を開始したばかりのため事業の周知に努めています。 

見守りシール交付事業の実績 

 平成30年度 累計(H29～) 

申請人数（人） 12 19 

 

【医療と介護の連携強化】 

１．在宅医療介護連携強化への取り組み  

【事業内容】 

医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期

まで続けることができるよう、在宅医療と介護を一体的に提供するために、医療と介護の連携を推進

しています。 

 

【現状】 

平成 25 年度から、三師会、訪問看護、介護サービス事業所、介護支援専門員等の医療と介護の関係

者の顔の見える関係づくりのため研修会・情報交換会を毎年開催しています。平成29年度からは、犬山

市在宅医療・介護連携推進協議会を立ち上げ、市全体における課題について検討を重ねています。 

また、平成30年度からは2市・2町（犬山市、江南市、大口町、扶桑町）で尾北医師会に在宅医療・

介護連携推進事業を委託し、事業を推進しています。 
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在宅医療・医療介護連携推進事業の実績 

 平成30年度 

  犬山市在宅医療・介護連携推進協議会（回） 2 

犬山あんしんネットワークの会（回） 3 

 

【高齢者の権利擁護の推進】 

１．高齢者虐待防止のための取り組み  

 【事業内容】 

虐待通報に対し、本人確認等の情報収集から必要時には分離措置等の対応まで迅速に行うため、各地

区高齢者あんしん相談センター等の関係機関と連携を図っています。 

 

 【現状】 

個別事例の背景が複雑化しており、今まで以上に関係機関との連携が必要となっています。迅速な対

応ができる体制づくりとともに、未然に防ぐ取り組みとして、高齢者虐待に関する周知や関係機関に対

する研修会などを行っていきます。 

平成29年度より、高齢者あんしん相談センターの委託化に伴い、各センターが主体的に対応していま

す。 

高齢者虐待事例（疑い等も含む）対応件数 

 

 

 

 

２．成年後見制度及び日常生活自立支援制度の活用推進  

 【事業内容】 

判断能力の低下した高齢者や障害者の財産や権利を守るために、制度の周知を行い、親族申立の支援

も行います。また、申立をする親族がいない場合は、市長申立を行います。 

 【現状】 

親族がいない、親族がいても疎遠で関わりを拒否している事例が増加しており、制度利用を含め、高

齢者の権利擁護への対応が課題となるため、関係機関との連携を図っていきます。 

平成29年度より高齢者あんしん相談センターの委託化に伴い、各センターが主体的に対応しています。 

 

成年後見制度関係対応（相談等）件数 

 

 

 

 

 平成30年度 

  対応件数 34 

 平成30年度 

相談件数 

（高齢者あんしん相談センター受付分） 
22 

市長申立件数 2 


